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長
堀
祐
造
教
授
　
略
歴
・
主
要
著
訳
等
一
覧

略
歴一

九
七
四
年
三
月　

埼
玉
県
立
浦
和
高
等
学
校
卒
業
。

一
九
七
四
年
四
月　

東
京
大
学
教
養
学
部
文
科
Ⅲ
類
入
学
。

一
九
七
六
年
四
月　

東
京
大
学
文
学
部
中
国
語
中
国
文
学
科
進
学
。

一
九
八
〇
年
三
月　

東
京
大
学
文
学
部
中
国
語
中
国
文
学
科
卒
業
。

一
九
八
〇
年
四
月　

成
蹊
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
。
～
一
九
八
二
年
三
月
。

一
九
八
一
年
九
月　

京
北
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
。
～
一
九
八
二
年
三
月
。

一
九
八
二
年
四
月　

城
北
埼
玉
高
等
学
校
教
諭
。
～
一
九
八
五
年
三
月
。

一
九
八
五
年
四
月　

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期
（
修
士
（
課
程
、
中
文
専
攻
入
学
。

一
九
八
七
年
三
月　
　
　

同
右
課
程
修
了
。
文
学
修
士
。

一
九
八
七
年
四
月　
　
　

同
右
博
士
後
期
課
程
入
学
。

一
九
八
八
年
三
月　
　
　

同
右
課
程
中
退
。
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一
九
八
八
年
四
月　

桜
美
林
大
学
文
学
部
中
文
科
専
任
講
師
。

一
九
九
二
年
四
月　
　
　

同
右　
　
　
　
　
　
　

助
教
授
。
～
一
九
九
三
年
三
月
。

一
九
九
三
年
四
月　

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
助
教
授
（
中
国
語
担
当
（。

一
九
九
八
年
四
月　
　
　

同
右　
　
　
　
　
　
　

教
授
。
～
二
〇
二
一
年
三
月
。

大
学
非
常
勤
講
師
出
講
歴
等

一
九
八
八
年
四
月　

文
京
女
子
短
期
大
学
（
中
国
語
担
当
（
～
一
九
九
〇
年
三
月
。

一
九
八
九
年
四
月　

早
稲
田
大
学
教
育
学
部
（
中
国
語
担
当
（
～
一
九
九
〇
月
三
月
。

一
九
九
一
年
四
月　

早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
（
中
国
語
担
当
（
～
一
九
九
三
年
三
月
。

一
九
九
二
年
四
月　

和
光
大
学
人
文
学
部
（
中
国
現
代
文
学
担
当
（
～
一
九
九
三
年
三
月
。

一
九
九
四
年
四
月　

早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
（
中
国
語
担
当
（
～
二
〇
〇
〇
年
三
月
。

一
九
九
四
年
十
月　

東
京
大
学
教
養
学
部
（
中
国
語
担
当
（
～
一
九
九
六
年
三
月
。

一
九
九
七
年
四
月　

東
京
大
学
文
学
部
（
中
国
文
学
特
殊
講
義
担
当
（
～
一
九
九
九
年
三
月
。

二
〇
〇
〇
年
四
月　

北
京
大
学
中
文
系
訪
問
専
家
。
～
二
〇
〇
一
年
三
月
。

二
〇
〇
一
年
四
月　

早
稲
田
大
学
商
学
部
（
中
国
語
担
当
（
～
二
〇
〇
二
年
三
月
。

二
〇
〇
一
年
四
月　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
中
国
文
学
専
攻
（
兼
担
、
中
国
文
学
特
殊
担
当
（
～
二
〇
〇
四
年
三
月
。

二
〇
〇
二
年
四
月　

埼
玉
大
学
教
養
学
部
（
中
国
語
、
中
国
文
学
担
当
（
～
二
〇
〇
五
年
三
月
。

二
〇
〇
六
年
四
月　

東
京
大
学
文
学
部
・
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
（
中
国
文
学
特
殊
講
義
担
当
（
～
同
年
九
月
。

二
〇
〇
七
年
四
月　

東
京
大
学
文
学
部
・
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
（
中
国
文
学
特
殊
講
義
担
当
（
～
同
年
九
月
。

二
〇
一
〇
年
四
月　

早
稲
田
大
学
商
学
学
術
院
商
学
部
（
中
国
語
担
当
（
～
現
在
に
到
る
（
二
〇
一
一
年
度
は
除
く
（。

二
〇
一
六
年
四
月　

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
文
学
研
究
科
（
中
国
文
学
研
究
一
・
二
担
当
（。
～
二
〇
一
八
年
三
月
。
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二
〇
一
六
年
四
月　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
中
国
文
学
専
攻
（
兼
担
、
中
国
文
学
特
殊
担
当
（
～
二
〇
一
八
年
三
月
。

学
位一

九
八
七
年
三
月　

文
学
修
士
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
（

　
　
　
　
　
　
　
　

修
士
論
文　
「
魯
迅
の
文
学
観
―
後
期
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
―
」

二
〇
一
二
年
七
月　

博
士
（
文
学
（（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
（。

　
　
　
　
　
　
　
　

	

博
士
論
文
（
著
書
（『
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
―
中
国
に
お
け
る
『
文
学
と
革
命
』』（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
九
月
刊
（

学
会
委
員
等

東
方
学
会　

評
議
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
九
年
～
二
〇
一
一
年
。

　
　
　
　
　

学
術
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
一
年
～
現
在
に
到
る
。

　
　
　
　
　
『
東
方
學
』
編
集
委
員　
　
　
　

二
〇
一
一
年
～
二
〇
一
五
年
。

　
　
　
　
　

国
際
東
方
学
者
会
議
運
営
委
員　

二
〇
一
五
年
～
現
在
に
到
る
。

国
際
魯
迅
研
究
会

　
　
　
　
　

理
事　

二
〇
一
一
年
～
二
〇
一
四
年
。

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会

　
　
　
　
　

理
事　

二
〇
一
六
年
～
現
在
に
到
る
。

学
会
主
催
等

東
亜
魯
迅
学
術
会
議	

執
行
委
員
会
委
員　

一
九
九
九
年
十
二
月　

東
京
大
学
本
郷
。

陳
独
秀
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	

開
催
実
行
委
員
会
事
務
局
長　

二
〇
〇
四
年
九
月　

東
大
駒
場　

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
。
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東
京
―
ソ
ウ
ル
現
代
中
国
文
学
対
話
会	

開
催
実
行
委
員
会
副
委
員
長　

二
〇
〇
六
年
七
月　

東
大
本
郷
。

第
二
回
東
京
―
ソ
ウ
ル
現
代
中
国
文
学
対
話
会	

	

日
本
側
委
員
会
委
員　

ソ
ウ
ル
大
学
校
人
文
大
学
中
文
科
・
韓
中
文
学
比
較
研
究
会
主
管

ソ
ウ
ル
―
東
京　

中
国
現
代
文
学
研
究
対
話
会
主
催
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
韓
国
学
術
振
興
財

団
後
援　

二
〇
〇
八
年
七
月　

ソ
ウ
ル
大
学
。

第
八
回
東
亜
中
文
文
学
国
際
学
術
研
討
会	

実
行
委
員
会
副
委
員
長　

二
〇
一
〇
年
十
一
月　

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
来
往
舎
。

日
吉
電
影
祭
2
0
1
3　

莫
言
原
作
『
紅
い
コ
ー
リ
ャ
ン
』
上
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

	
	

主
催
責
任
者　

二
〇
一
三
年
十
二
月　

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
。

科
研
費
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
韓
に
お
け
る
中
国
近
現
代
文
学
受
容
の
比
較
研
究
」
2
0
1
4　

東
京
―
ソ
ウ
ル　

中
国
現
代
文
学
研
究

対
話
会	

実
行
委
員
会
副
委
員
長　

二
〇
一
四
年
十
二
月　

早
稲
田
大
学
商
学
学
術
院
。

科
研
費
に
よ
る
『
周
作
人
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』	

実
行
委
員
会
副
委
員
長　

二
〇
一
八
年
七
月　

早
稲
田
大
学
商
学
学
術
院
。

2
0
1
8
東
京
―
首
爾
（
ソ
ウ
ル
（
中
国
現
代
文
学
研
究
対
話
会

	
	

実
行
委
員
会
委
員　

二
〇
一
八
年
十
二
月　

東
京
大
学
駒
場
、
等
。

受
賞一

九
八
九
年
一
〇
月　

日
本
中
国
学
会
賞

　
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
〇
集
（
一
九
八
八
年
一
〇
月
刊
（
掲
載
論
文
「
魯
迅
革
命
文
学
論
に
於
け
る
ト
ロ
ツ
キ
ー
文
藝
理
論
」
に
よ
り
。

一
九
九
九
年
一
〇
月　

紀
念
中
華
人
民
共
和
国
成
立
五
十
周
年
中
国
革
命
史
中
青
年
学
術
奨
（
中
華
人
民
共
和
国
成
立
五
十
周
年
中
国
革
命
史

中
青
年
学
術
賞
海
外
優
秀
論
文
賞
（。〔
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
・
中
共
広
東
省
委
党
史
研
究
室
主
催
〕。『
魯
迅
研
究
月
刊
』
一
九

九
六
年
年
第
三
期
掲
載
、
長
堀
祐
造
著
・
王
士
花
訳
「
試
論
魯
迅
托
洛
次
基
観
的
転
変
―
魯
迅
与
瞿
秋
白
―
」〔
初
出
は
「
魯
迅
に
お
け
る

ト
ロ
ツ
キ
ー
観
の
転
回
試
論
―
魯
迅
と
瞿
秋
白
―
」『
中
国
文
学
研
究
』
第
十
三
期
（
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
（〕
に
対
し
て
。

二
〇
一
一
年
一
一
月　

義
塾
賞　
（
慶
應
義
塾
大
学
（
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『
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
―
中
国
に
お
け
る
『
文
学
と
革
命
』』（
平
凡
社　

二
〇
一
一
年
九
月
（
に
対
し
て
。

著
書『

魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
―
中
国
に
お
け
る
『
文
学
と
革
命
』』
平
凡
社　

二
〇
一
一
年
九
月
。

『
世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト　

人　

陳
独
秀
』
山
川
出
版
社　

二
〇
一
五
年
十
月
。

訳
著莫

言
著
『
変
』
明
石
書
店　

二
〇
一
三
年
三
月
。

共
訳
著

李
徳
純
著
『
戦
後
日
本
文
学
管
窺
―
中
国
的
視
点
―
』
明
治
書
院　

一
九
八
六
年
五
月
。

莫
言
著
『
中
国
の
村
か
ら
―
莫
言
短
編
集
―
』（
藤
井
省
三
と
の
共
訳
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
局　

一
九
九
一
年
三
月
。

Christopher	N
ew

著
『
上
海
』（
藤
井
省
三
監
訳
（
平
凡
社　

一
九
九
一
年
三
月
。

『
笑
い
の
共
和
国
―
中
国
ユ
ー
モ
ア
文
学
傑
作
選
―
』（
藤
井
省
三
編
（
白
水
社　

一
九
九
二
年
四
月
。

Christopher	N
ew

著
『
香
港
』（
藤
井
省
三
監
訳
（
平
凡
社　

一
九
九
三
年
四
月
。

毛
毛
著
『
わ
が
父
・
鄧
小
平
』
共
訳
著
（
訳
者
代
表
・
訳
者
あ
と
が
き
を
付
す
（
徳
間
書
店　

一
九
九
四
年
二
月
。

鄭
超
麟
著
『
初
期
中
国
共
産
党
群
像
―
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
鄭
超
麟
回
憶
録
』
全
二
巻
（
訳
者
解
説
を
付
す
。
三
好
伸
清
・
緒
形
康
と
の
共
訳
（
平

凡
社
東
洋
文
庫
7（（
／
7（（　

二
〇
〇
三
年
一
月
～
二
月
。

陳
独
秀
著
『
陳
独
秀
文
集
』
全
三
巻
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

編
訳
者
代
表
（

第
一
巻
『
陳
独
秀
文
集　

初
期
思
想
・
言
語
文
化
巻
』（「
陳
独
秀
小
伝
」
を
付
す
。
小
川
利
康
・
小
野
寺
史
郎
・
竹
元
規
人
と
の
共
訳
（
平

凡
社
東
洋
文
庫
87（　

二
〇
一
六
年
六
月
。
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第
三
巻
『
陳
独
秀
文
集　

政
治
論
集
（
』（
江
田
憲
治
と
の
共
訳
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
88（　

二
〇
一
七
年
四
月
。

外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
著
書

『
魯
迅
與
托
洛
茨
基
―
《
文
學
與
革
命
》
在
中
國
』（
王
俊
文
訳
（
台
湾
人
間
出
版
社　

二
〇
一
五
年
三
月
。

（『
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
―
中
国
に
お
け
る
『
文
学
と
革
命
』』
平
凡
社　

二
〇
一
一
年
九
月
、
の
翻
訳
（。

主
要
業
績
一
覧
（
論
文
、
口
頭
発
表
、
講
演
、
翻
訳
、
そ
の
他
等
。
＊
は
注
）

一
九
八
二
年
二
月　
〔
論
文
等
〕「
中
国
の
叙
事
詩
」
亀
井
ト
ム
主
編
『
エ
ポ
ス
』
創
刊
号
、
Ｊ
Ｃ
Ａ
出
版
社
。

一
九
八
六
年
三
月　
〔
そ
の
他
〕「
村
上
春
樹
と
中
国
」『
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
集
報
』
第
十
一
輯
。

　
　
　
　
　

五
月　
〔
共
訳
著
〕
李
徳
純
著
『
戦
後
日
本
文
学
管
窺
―
中
国
的
視
点
―
』
明
治
書
院
。

　
　
　
　

十
二
月　
〔
口
頭
発
表
〕「
魯
迅
与
托
羅
茨
基
」
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
秋
季
大
会
。

一
九
八
七
年
一
月　
〔
修
士
論
文
〕「
魯
迅
の
文
学
観
―
後
期
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
―
」
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
提
出
。

　
　
　
　
　

九
月　

	〔
論
文
〕「
魯
迅
『
革
命
人
』
の
成
立
―
魯
迅
に
お
け
る
ト
ロ
ツ
キ
ー
文
芸
理
論
の
受
容
そ
の
一
―
」『
猫
頭
鷹
』
第
六
号

（「
新
青
年
」
読
書
会
（。
＊
中
国
語
訳
は
王
士
花
訳
「
魯
迅
“
革
命
人
”
的
提
出
―
魯
迅
接
受
托
洛
茨
基
文
芸
理
論
之
一
」『
魯
迅
研
究
月
刊
』

二
〇
〇
二
年
第
十
期
。

　
　
　
　

十
二
月　

	〔
論
文
〕「
魯
迅
に
お
け
る
ト
ロ
ツ
キ
ー
観
の
転
回
試
論
―
魯
迅
と
瞿
秋
白
―
」『
中
国
文
学
研
究
』
第
十
三
期
（
早
稲
田

大
学
中
国
文
学
会
（。
＊
中
国
語
翻
訳
は
、
王
士
花
訳
「
試
論
魯
迅
托
洛
次
基
観
的
転
変
―
魯
迅
与
瞿
秋
白
―
」『
魯
迅
研
究
月
刊
』
一
九
九

六
年
年
第
三
期
、
そ
の
後
、
唐
宝
林
主
編
『
昨
天
的
革
命（9（9
―（949

』（
香
港
新
苗
出
版
社
、
一
九
九
九
年
十
月
（
に
収
録
。

一
九
八
八
年
九
月　
〔
そ
の
他
〕「
渋
谷
黎
子
と
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
」
サ
ー
ク
ル
『
行
動
す
る
「
考
え
人
」
通
信
』N

o.（5

。

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
そ
の
他
〕「
中
井
氏
の
二
三
の
感
想
を
読
ん
で
」『
中
国
文
芸
研
究
会
会
報
』
第
83
号
。

　
　
　
　
　

十
月　

	〔
論
文
〕「
魯
迅
革
命
文
学
論
に
於
け
る
ト
ロ
ツ
キ
ー
文
藝
理
論
」『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
集
（
日
本
中
国
学
会
（。
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長堀祐造教授　略歴・主要著訳等一覧

＊
中
国
語
訳
は
「
魯
迅
革
命
文
学
論
中
的
托
羅
茨
基
文
芸
理
論
」
と
し
て
、
王
富
仁
（
汕
頭
大
学
新
国
学
研
究
中
心
（
主
編
『
東
亜
文
化
与
中
文

文
学　

東
亜
現
代
中
文
文
学
国
学
学
報
第
四
期　

汕
頭
大
学
号
（
二
〇
〇
八
（』（
二
〇
一
〇
年
五
月
（
に
収
録
、
そ
の
改
訂
版
「
魯
迅
革
命
文
学

論
中
的
托
羅
茨
基
的
文
芸
理
論
」
は
『
現
代
中
文
学
刊
』
双
月
刊
二
〇
一
一
年
第
三
期
に
掲
載
。

一
九
八
九
年
七
月　
〔
論
文
〕「
魯
迅
と
円
谷
弘
」『
中
国
図
書
』
第
一
巻
第
七
号
（
内
山
書
店
（。

　
　
　
　
　

十
月　
〔
翻
訳
〕
劉
再
復
著
「
変
貌
す
る
知
識
人
像
」『
ユ
リ
イ
カ
』
第
二
一
巻
十
三
号
（
青
土
社
（。

　
　
　
　

十
一
月　
〔
講
演
〕「
渋
谷
定
輔
『
野
良
に
叫
ぶ
』
の
文
学
的
意
義
」
埼
玉
県
富
士
見
市
市
民
大
学
セ
ミ
ナ
ー
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
そ
の
他
〕「『
野
良
に
叫
ぶ
』
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
そ
し
て
ロ
ー
ザ
」
埼
玉
新
聞
十
一
月
二
八
日
付
。

一
九
九
〇
年
一
月　
〔
論
文
等
〕「
円
谷
教
授
宛
の
魯
迅
署
名
本
見
つ
か
る
」『
中
国
図
書
』
第
二
巻
第
七
号　
（
内
山
書
店
（。

　
　
　
　
　

三
月　
〔
論
文
〕「
魯
迅
と
円
谷
弘
補
論
」『
桜
美
林
大
学
中
国
文
学
論
叢
』
第
十
五
号
（
桜
美
林
大
学
中
国
文
学
科
（。

〔
論
文
等
〕「
胡
愈
之
に
つ
い
て
の
二
三
の
こ
と
」『
季
刊
燎
原
』N

o.35

（
燎
原
書
店
（。

　
　
　
　
　

六
月　
〔
そ
の
他
〕「
希
望
は
未
来
に
属
す
る
―
天
安
門
事
件
一
周
年
に
思
う
―
」『
新
日
本
文
学
通
信
版
』
六
月
号
。

　
　
　
　
　

十
月　
〔
書
評
〕
加
々
美
光
行
著
『
現
代
中
国
の
黎
明
』『
新
日
本
文
学
』
同
年
秋
号
。

一
九
九
一
年
二
月　
〔
講
演
〕「
魯
迅
・
円
谷
弘
・
岩
村
一
夫　

一
冊
の
本
を
め
ぐ
っ
て
」
桜
美
林
大
学
中
国
学
会
。

　
　
　
　
　

三
月　
〔
論
文
〕「
魯
迅
「『
竪
琴
』
前
記
」
の
材
源
及
び
そ
の
他
」『
桜
美
林
大
学
中
国
文
学
論
叢
』
第
十
六
号
。

〔
共
訳
著
〕
莫
言
著
『
中
国
の
村
か
ら
―
莫
言
短
編
集
―
』（
藤
井
省
三
と
の
共
訳
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
局
。

〔
共
訳
著
〕Christopher	N

ew

著
『
上
海
』（
藤
井
省
三
監
訳
（
平
凡
社
。

　
　
　
　
　

四
月　
〔
そ
の
他
〕「
古
書
と
の
出
会
い
な
ど
―
魯
迅
署
名
本
の
こ
と
な
ど
―
」『
桜
美
林
大
学
三
到
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
』N

o.（5

。

〔
共
訳
著
〕『
笑
い
の
共
和
国
―
中
国
ユ
ー
モ
ア
文
学
傑
作
選
―
』（
藤
井
省
三
編
（
白
水
社　

沈
従
文
「
自
殺
の
話
」、
葉

文
福
「
将
軍
、
そ
れ
は
な
り
ま
せ
ぬ
」、
柏
楊
「
秘
密
」
の
三
編
を
担
当
。

　
　
　
　
　

七
月　

	〔
座
談
会
〕「
莫
言
と
現
代
中
国
農
民
像　

座
談
会
（
愛
沢
革
・
薄
井
清
・
加
々
美
光
行
・
長
堀
祐
造
（」『
新
日
本
文
学
』

同
年
夏
号
。
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十
一
月　
〔
項
目
執
筆
・
中
国
現
代
文
学
〕『
広
辞
苑
』
第
四
版　

岩
波
書
店
。

一
九
九
二
年
一
月　
〔
書
評
〕「
中
国
地
下
文
学
の
現
在　

書
評
『
紙
の
上
の
月
』」『
海
燕
』
一
月
号
（
福
武
書
店
（。

　
　
　
　
　

三
月　
〔
書
評
〕
瀬
戸
宏
著
『
中
国
の
同
時
代
演
劇
』『
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
集
報
』
第
十
七
輯
。

〔
論
文
〕「
韋
素
園
・
李
霽
野
訳
ト
ロ
ツ
キ
ー
『
文
学
与
革
命
』
出
版
ま
で
と
そ
の
諸
問
題　

付
李
霽
野
著
「『
文
学
与
革

命
』
後
記
」『
桜
美
林
大
学
中
国
文
学
論
叢
』
第
十
七
号
。

〔
編
著
〕「
桜
美
林
大
学
三
到
図
書
館
蔵
『
京
報
副
刊
』
目
次
目
録　

付
「
解
題
」」『
桜
美
林
大
学
中
国
文
学
論
叢
』
第
十

七
号
。

　
　
　
　
　

五
月　
〔
そ
の
他
〕「
中
国
社
会
主
義
の
行
方
―
莫
言
近
作
を
読
ん
で
の
感
想
な
ど
―
」『
新
日
本
文
学
通
信
版
』
五
月
号
。

　
　
　
　
　

九
月　

	〔
そ
の
他
〕「
上
海
内
山
書
店
と
魯
迅
を
め
ぐ
る
風
景
」『
ビ
ブ
ロ
ス
』
九
月
号
（
国
立
国
会
図
書
館
（。
＊
引
用
文
中
に
、
誤

植
あ
り
。

〔
論
文
〕「
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー　

そ
の
一
断
面
―
樊
仲
雲
訳
『
文
学
と
革
命
』
を
中
心
に
―
」『
魯
迅
研
究
の
現
在
』（
同

論
集
編
集
委
員
会
編
（
汲
古
書
院
。

一
九
九
三
年
二
月　

	〔
そ
の
他
〕「
莫
言　

魔
幻
現
実
主
義
が
描
く
中
国
社
会　

現
代
文
学
の
作
家
と
作
品
」『
中
国
語
』
第
三
九
七
号
（
内
山

書
店
（

　
　
　
　
　

四
月　
〔
共
訳
著
〕Christopher	N

ew
著
『
香
港
』（
藤
井
省
三
監
訳
（
平
凡
社
。

　
　
　
　

十
二
月　
〔
そ
の
他
〕「
巴
金
「
薔
薇
の
香
り
」
を
読
む
」『
你
好
』
十
一
・
十
二
月
合
併
号
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（。

一
九
九
四
年
一
月　
〔
書
評
〕
鄭
義
著
・
藤
井
省
三
監
訳
『
中
国
の
地
の
底
で
』『
海
燕
』
一
月
号
。

　
　
　
　
　

二
月　
〔
共
訳
著
〕
毛
毛
著
『
わ
が
父
・
鄧
小
平
』（
訳
者
代
表
・
訳
者
あ
と
が
き
を
付
す
（
徳
間
書
店
。

　
　
　
　
　

五
月　
〔
書
評
〕
ド
ム
チ
ョ
ク
ド
ン
ロ
プ
著
・
森
久
男
訳
『
徳
王
自
伝
』『
す
ば
る
』
五
月
号
（
集
英
社
（。

　
　
　
　
　

七
月　
〔
そ
の
他
〕「
魯
迅
―
日
本
を
見
る
鏡
、
世
界
を
覗
く
窓
―
」『
三
色
旗
』
七
月
号　
（
慶
應
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
（。

〔
講
演
〕「
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
イ
」
第
八
回
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
会
（
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
所
主
催
、
中
野
区
勤
労
福
祉
会
館
、
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七
月
十
六
日
（。

〔
講
演
〕「
魯
迅
の
革
命
文
学
論
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
」
早
慶
中
国
学
会
（
早
稲
田
大
学
、
七
月
二
日
（。

九
月　
〔
そ
の
他
〕「
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
」『
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
所
ニ
ュ
ー
ズ
・
レ
タ
ー
』N

o.9

。

十
月　
〔
劇
評
〕「
宮
本
研
作
、
木
村
光
一
演
出
『
阿
Ｑ
外
伝
』
を
見
て
」『
幕
』
第
三
二
号
（
話
劇
人
社
（。

　
　
　
　

十
二
月　

	〔
翻
訳
〕
鄭
超
麟
著
「
胡
風
の
長
文
「
魯
迅
先
生
」
を
読
ん
で
思
う
」（
訳
者
解
説
を
付
す
（『
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
』
第
十

三
号
（
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
所
（。

一
九
九
五
年
六
月　

	〔
論
文
〕「
1
9
2
8
～
3（
年
に
お
け
る
魯
迅
の
ト
ロ
ツ
キ
イ
観
と
革
命
文
学
論
」『
日
吉
紀
要　

言
語
・
文
化
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
第
十
五
号
。

九
月　
〔
項
目
執
筆
・
胡
愈
之
の
項
〕『
中
国
近
代
人
名
辞
典
』
霞
山
会
。

十
二
月　

	〔
翻
訳
〕
王
凡
西
著
「
書
評
〔
唐
宝
林
著
〕『
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
史
』」『
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
』
第
十
七
号
。

〔
翻
訳
〕
鄭
超
麟
著
「
書
評
『
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
史
』」（
訳
者
解
説
を
付
す
（『
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
』
第
十
七
号
。

〔
書
評
〕
岡
田
和
裕
著
『
満
州
安
寧
飯
店
』『
週
刊
読
書
人
』
第
二
一
一
三
号
。

一
九
九
六
年
三
月　

	〔
翻
訳
〕
王
凡
西
著
「
楼
国
華
追
悼
」『
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
』
第
十
八
号
。

七
月　

	〔
翻
訳
〕
Ｇ
・
ベ
ン
ト
ン
編
「
王
凡
西
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

唐
宝
林
著
『
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
史
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
ト

ロ
ツ
キ
ー
研
究
』
第
十
九
号
。

九
月　

	〔
講
演
〕「
魯
迅
と
日
本
及
び
日
本
人
」
慶
應
義
塾
大
学
横
浜
市
民
講
座　

九
月
二
一
日　

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ

ス
。

十
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
関
於
在
日
本
戦
後
的
魯
迅
研
究
的
概
要
」（
中
国
語
（
日
韓
魯
迅
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

東
京
大
学
文
学

部　

十
月
九
日
。
パ
ネ
リ
ス
ト　

金
時
俊
（
ソ
ウ
ル
大
学
教
授
（、
朴
宰
雨
（
韓
国
外
国
語
大
学
教
授
（
司
会
：
藤
井
省

三
（
東
京
大
学
教
授
（、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
丸
山
昇
（
桜
美
林
大
学
教
授
（、
長
堀
祐
造
。
＊
こ
の
コ
メ
ン
ト
原
稿
は
の
ち
に

改
稿
の
上
、「
戦
後
日
本
魯
迅
研
究
概
略
」
と
し
て
曾
慶
榴
・
洪
小
夏
主
編
『
中
国
革
命
史
研
究
述
論
』（
香
港
華
星
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
七
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月
（
に
収
録
。

〔
論
文
と
翻
訳
〕「
そ
の
後
の
陳
仲
山
―
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
と
魯
迅
の
往
復
書
簡
―
日
本
語
訳
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
答
え

る
手
紙
」
及
び
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
分
子
か
ら
魯
迅
先
生
に
答
え
る
手
紙
」『
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
』
第
二
〇
・
二
一
合
併
号
。

〔
口
頭
発
表
〕「
唐
宝
林
『
中
国
托
派
史
』
を
め
ぐ
る
問
題
」
文
部
省
科
研
費
「
転
形
期
の
中
国
知
識
人
」
研
究
会　

東
京

大
学
東
洋
文
化
研
究
所　

十
一
月
三
十
日
。

一
九
九
七
年
三
月　

	〔
書
評
〕
川
西
政
明
著
『
我
が
幻
の
国
』
一
九
九
七
年
三
月
一
日
付
『
図
書
新
聞
』
第
二
三
三
二
号
。

〔
講
演
〕「
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
運
動
史
」
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
所
第
十
四
回
研
究
会　

中
野
勤
労
福
祉
会
館　

一
九
九
七
年

三
月
十
五
日
。

六
月　

	〔
書
評
〕
格
非
著
・
関
根
謙
訳
『
時
間
を
渡
る
鳥
』『
す
ば
る
』
六
月
号
。

七
月　

	〔
書
評
〕
格
非
著
・
関
根
謙
訳
『
時
間
を
渡
る
鳥
』『
東
方
』
七
月
号
。

〔
翻
訳
〕
王
凡
西
著
「『
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
史
』
の
著
者
に
答
え
る
」『
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
』
第
二
三
号
。

一
九
九
八
年
六
月　

	〔
翻
訳
〕
桂
勤
著
「
耳
目
を
一
新
す
る
文
学
教
育
研
究　

書
評
・
藤
井
省
三
著
『
魯
迅
「
故
郷
」
の
読
書
史
』」『
東
方
』

六
月
号
。

九
月　

	〔
論
文
等
〕「
鄭
超
麟
―
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
仏
ソ
留
学
・
獄
中
体
験
と
外
国
語
」
月
刊
『
し
に
か
』
十
月
号　

大
修
館

書
店
。

〔
翻
訳
〕
王
凡
西
著
「
同
志
鄭
超
麟
の
死
を
悼
む
」『
週
刊
か
け
は
し
』（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
Ｌ
機
関
誌
第
一
五
五
二
号
（
九
月
二
八

日
付
。

十
月　

	〔
論
文
〕「「
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
答
え
る
手
紙
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
日
本
中
国
学
会
創
立
50
年
記
念
論
文
集
』
汲
古
書
院
。

〔
そ
の
他
〕「
反
対
派
貫
い
た
鄭
超
麟
」
東
京
新
聞
夕
刊　

十
月
十
七
日
付
。

〔
論
文
〕「『
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
答
え
る
手
紙
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
続
（」『
二
三
十
年
代
中
国
と
東
西
文
芸
―
蘆
田
孝
昭

教
授
退
休
紀
念
論
文
集
』（
同
論
集
編
集
委
員
会
編
（
東
方
書
店
。
＊
の
ち
に
中
国
語
訳
は
奚
金
芳
・
伍
玲
玲
主
編
『
陳
独
秀
南
京
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獄
中
匯
編
』
上
下
巻
（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
六
（
に
「
関
于
『
答
托
洛
斯
基
派
的
信
』」（
後
編
（
と
し
て
収
録
。

一
九
九
九
年
一
月　

	〔
そ
の
他
〕「
思
想
没
有
国
界
―
答
日
本
東
京
長
堀
祐
造
」（
唐
宝
林
と
の
往
復
書
簡
（（
中
国
語
（『
陳
独
秀
研
究
動
態
』

第
十
五
期
。

三
月　

	〔
編
訳
〕「
小
特
集　

追
悼
鄭
超
麟
（
一
九
〇
一
～
一
九
九
八
（」『
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
』
第
二
八
号
。〔
翻
訳
〕
賈
植
芳
著

「
忘
れ
得
べ
か
ら
ざ
る
先
輩—

鄭
超
麟
先
生
」
他
。

〔
そ
の
他
〕「
生
涯
に
わ
た
る
左
翼
反
対
派
・
鄭
超
麟
を
送
る
」『
中
国
（（
』
第
五
巻　

愛
知
大
学
現
代
中
国
学
会
。
＊
の
ち

に
中
国
語
訳
が
勾
艶
軍
訳
・
楊
棟
梁
校
「
送
別
『
終
生
左
翼
対
立
派
』
鄭
超
麟
」
と
し
て
中
国
語
版
『
中
国
（（
』
第
三
号　

中
国
社
会
科
学
出
版

社　

二
〇
〇
五
年
四
月
、
に
掲
載
さ
れ
た
。

七
月　

	〔
そ
の
他
〕「
進
む
日
韓
の
魯
迅
研
究
」（
韓
国
語
・
石
坂
浩
一
訳
（
韓
国　

慶
南
道
民
日
報　

一
九
九
九
年
七
月
十
七
日
付
。

八
月　

	〔
翻
訳
〕「
王
凡
西
著
『
鄭
超
麟
著
訳
目
録
（
初
稿
（』
に
つ
い
て
」『
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
』
第
二
九
号
。

十
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
魯
迅
与
托
羅
茨
基
」
紀
念
中
華
人
民
共
和
国
成
立
五
十
周
年
中
国
革
命
史
中
青
年
学
術
奨
頒
儀
式
及
学
術

研
討
会　

中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
・
中
共
広
東
省
委
党
史
研
究
室
主
催　

広
州
市　

十
月
五
日
。

十
二
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
魯
迅
与
托
羅
茨
基
」
中
国
語
文
学
会
一
九
九
六
年
第
二
届
国
際
学
術
学
会　

ソ
ウ
ル
高
麗
大
学　

十
二
月

六
日
。

二
〇
〇
〇
年
一
月　

	〔
そ
の
他
〕「
周
程
氏
の
講
演
と
論
文
：
陳
独
秀
に
お
け
る
「
民
主
」
と
「
科
学
」
へ
の
コ
メ
ン
ト
」『
湘
南
科
学
史
懇
話

会
通
信
』
第
五
号
（
一
九
九
九
年
九
月
四
日
、
東
海
大
学
湘
南
校
舎
で
の
第
八
回
懇
話
会
の
記
録
（。

三
月　

	〔
講
演
〕「
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
及
び
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
」
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
会
「
中
国
共
産
主
義
と
日

本
」
二
〇
〇
〇
年
三
月
三
日
。

七
月　

	〔
そ
の
他
〕「
一
九
九
九
年
中
国
文
学
概
観　

中
国
文
学
の
現
況
と
翻
訳
・
研
究
‘99
」『
文
芸
年
鑑
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二

年
版
（』
日
本
文
芸
家
協
会
編　

新
潮
社
。
＊
本
文
中
、
魯
迅
の
許
寿
裳
宛
書
信
と
す
る
の
は
蔡
元
培
宛
の
誤
り
。

十
一
月　

	〔
講
演
〕「
魯
迅
与
托
羅
茨
基
以
及
囲
繞
「
答
托
洛
斯
基
派
的
信
」
的
問
題
」
清
華
大
学
大
学
院
中
文
系　

二
〇
〇
〇
年
十
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一
月
二
三
日
。（
司
会
：
王
中
忱
教
授
（。

二
〇
〇
一
年
三
月　

	〔
講
演
〕「
魯
迅
与
托
羅
茨
基
以
及
囲
繞
「
答
托
洛
斯
基
派
的
信
」
的
問
題
」
北
京
大
学
中
文
系　

三
月
二
一
日
。（
司
会
：

陳
平
原
教
授
（。

〔
講
演
〕「
魯
迅
与
托
羅
茨
基
以
及
托
羅
茨
基
派
・
毛
沢
東
「
文
芸
講
話
」
与
列
寧
「
党
的
組
織
与
党
的
文
学
」
的
翻
訳
問

題
」
香
港
科
技
大
学
大
学
院
中
文
系　

三
月
三
一
日
。（
司
会
：
陳
国
球
教
授
（。

七
月　

	〔
そ
の
他
〕「
毛
沢
東
「
文
芸
講
話
」
の
「
文
学
」
と
「
文
献
」」『
梨
の
花
通
信
』
第
四
〇
号　

中
野
重
治
の
会
。

八
月　

	〔
そ
の
他
〕「
莫
言
「
生
命
感
覚
」
溢
れ
る
文
体
」『
週
刊
朝
日
百
科　

世
界
の
文
学
』
一
〇
九　

朝
日
新
聞
社
。

二
〇
〇
二
年
四
月　

	〔
翻
訳
〕
陳
道
同
著
「
陳
其
昌
の
死　

付
解
題
」
中
国
研
究
所
『
中
国
研
究
月
報
』
四
月
号
（N

o.650

（
第
56
巻
第
4
号
。

〔
口
頭
発
表
・
論
文
〕「
列
寧
「
党
的
組
織
与
党
的
文
学
」
的
翻
訳
問
題
与
毛
沢
東
「
文
芸
講
話
」」
第
一
回
中
国
現
代
文

学
ア
ジ
ア
学
者
国
際
学
術
会
議　

国
立
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学　

四
月
二
一
日
。

〔
口
頭
発
表
・
論
文
〕「
魯
迅
的
陳
独
秀
観
与
陳
独
秀
的
魯
迅
観
」
第
七
回
全
国
陳
独
秀
学
術
研
討
会　

南
京
大
学　

五
月

二
七
日
―
二
九
日
。
＊
の
ち
に
奚
金
芳
主
編
『
陳
独
秀
研
究
文
集
―
陳
独
秀
与
（0
世
紀
学
術
、
思
想
文
化
』
北
京
中
国
文
史
出
版
社
、
二
〇

〇
五
年
八
月
、
に
収
録
。
さ
ら
に
改
訂
版
が
林
致
良
・
呉
孟
明
・
周
履
鏘
編
『
陳
独
秀
晩
年
著
作
選
』
香
港
天
地
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
、

に
附
録
と
し
て
収
録
。

十
月　

	〔
編
訳
〕「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

中
国
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
命
運
―
人
民
共
和
国
に
暮
ら
し
て
―
」
付
解
説
『
中
国
（（
』
第
十
四

号　

愛
知
大
学
現
代
中
国
学
会　
＊
の
ち
、
陳
良
初
著
『
陳
独
秀
与
社
会
主
義
―
陳
良
初
文
集
』
香
港
馬
克
思
主
義
研
究
促
進
会
、
二
〇

一
〇
年
五
月
、
に
中
国
語
訳
が
「
中
国
托
派
的
命
運
―
答
長
堀
祐
造
先
生
訪
問
録
」
と
し
て
収
録
。

十
一
月　

	〔
講
演
〕「
魯
迅
の
陳
独
秀
観
と
陳
独
秀
の
魯
迅
観
」
日
本
陳
独
秀
学
会
創
立
記
念
講
演
会　

東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス　

十
一
月
九
日
。

十
二
月　

	〔
翻
訳
〕
陳
独
秀
著
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
国
際
書
記
局
へ
の
手
紙
」

〔
翻
訳
〕
陳
独
秀
著
「
私
の
根
本
的
意
見
」
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〔
翻
訳
〕
陳
独
秀
著
「
世
界
情
勢
を
再
び
論
ず
」

〔
翻
訳
〕
陳
独
秀
著
「
被
抑
圧
民
族
の
前
途
」

〔
翻
訳
〕
鄭
超
麟
著
「
陳
独
秀
同
志
を
追
悼
す
る
」

〔
翻
訳
〕
王
凡
西
著
「
英
語
版
『
陳
独
秀
最
後
の
論
文
と
手
紙
』
へ
の
序
文
」
以
上
六
編
は
『
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
』
第
三

九
号
。

二
〇
〇
三
年
一
月　

	〔
共
訳
著
〕
鄭
超
麟
著
『
初
期
中
国
共
産
党
群
像
―
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
鄭
超
麟
回
憶
録
』
（
（
三
好
伸
清
・
緒
形
康
と
の
共

訳
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
7（（
。

二
月　

	〔
共
訳
著
〕
鄭
超
麟
著
『
初
期
中
国
共
産
党
群
像
―
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
鄭
超
麟
回
憶
録
』
（
（
三
好
伸
清
・
緒
形
康
と
の
共

訳
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
7（（
。

〔
論
文
〕「
鄭
超
麟
と
そ
の
時
代
―
歴
史
の
中
の
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派　

付　

鄭
超
麟
著
訳
目
録
」
平
凡
社
東
洋
文
庫
『
初

期
中
国
共
産
党
群
像
―
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
鄭
超
麟
回
憶
録
』
（
所
収
解
説
論
文
。

三
月　

	〔
そ
の
他
〕「
家
族
た
ち
の
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」『
月
刊
百
科
』N

o.485

（
平
凡
社
（。
＊
の
ち
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
編
集
部
編
『
東
洋

文
庫
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
』
二
〇
〇
六
年
五
月
、
に
収
録
。

四
月　

	〔
講
演
〕「
魯
迅
の
「
革
命
性
」
と
「
非
革
命
性
」」
シ
ア
タ
ー
Ｘ　
「
魯
迅
・
ブ
レ
ヒ
ト
・
林
兆
華
の
演
劇
講
座
」
第
（
回　

四
月
二
六
日
。

〔
そ
の
他
〕「
王
凡
西
さ
ん
を
偲
ぶ
」『
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
』
第
四
〇
号
。

六
月　

	〔
そ
の
他
〕「
悼
念
王
凡
西
先
生
」（
中
国
語
（『
通
詢
』
第
三
期　

香
港
馬
克
思
主
義
研
究
促
進
会
。
及
び
『
陳
独
秀
研
究

動
態　

簡
報
』
総
三
三
・
三
四
期
に
収
録
。

七
月　

	〔
講
演
〕「『
初
期
中
国
共
産
党
群
像
』
を
訳
し
て
」
名
古
屋　

慶
應
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
講
演
会　

七
月
四
日
。

　
　
　

	〔
論
文
〕「
レ
ー
ニ
ン
「
党
の
組
織
と
党
の
文
学
（
出
版
物
（」
翻
訳
問
題
と
毛
沢
東
「
文
芸
講
話
」」『
東
方
学
』
第
一
〇

六
輯
。
の
ち
、
丁
楚
南
訳
「
列
宁
一
篇
文
章
在
日
、
中
两
国
的
误
译
及
其
在
中
国
造
成
的
严
重
后
果
」
と
し
て
『
陳
独
秀
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与
中
国
』
総
五
一
期
、
二
〇
〇
五
年
七
月
、
に
掲
載
。

八
月　

	〔
そ
の
他
〕「
王
老
写
郑
老
回
忆
录
日
文
版
序
文
的
经
过
」（
中
国
語
（『
陳
独
秀
研
究
動
態　

簡
報
』
総
三
七
・
三
八
期
。

十
月　

	〔
書
評
〕
山
崎
朋
子
著
『
朝
陽
門
外
の
虹
』「
北
京
の
基
督
」
清
水
安
三
と
二
人
の
妻
の
物
語
」『
週
刊
東
洋
経
済
』
十
月

二
五
日
号
。

十
二
月　

	〔
そ
の
他
・
翻
訳
〕「
精
読　

賈
植
芳
「
懐
念
丸
善
書
店
」」
月
刊
『
中
国
語
』（
内
山
書
店
（
二
〇
〇
三
年
十
二
月
号
～
二

〇
〇
四
年
三
月
号
連
載
。

二
〇
〇
四
年
五
月　
〔
書
評
〕
尾
崎
秀
実
著
・
米
谷
匡
史
編
『
尾
崎
秀
実
時
評
集
』『
週
刊
東
洋
経
済
』
五
月
二
二
日
号
。

十
一
月　

	〔
書
評
〕
清
水
美
和
著
『
中
国
「
新
富
人
」
支
配
』『
週
刊
東
洋
経
済
』
十
一
月
十
三
日
号
。

二
〇
〇
五
年
二
月　

	〔
書
評
〕
ジ
ョ
イ
・
Ａ
・
パ
ル
マ
ー
著
・
須
藤
自
由
児
訳
『
環
境
の
思
想
家
た
ち
』
上
・
下　

み
す
ず
書
房
。『
週
刊
東
洋

経
済
』
二
月
十
二
日
号
。

三
月　

	〔
論
文
〕「
魯
迅
と
陳
独
秀
―
魯
迅
の
陳
独
秀
観
と
陳
独
秀
の
魯
迅
観
」『
日
吉
紀
要　

言
語
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
』
第
三
四
号
。

四
月　

	〔
書
評
〕
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ア
シ
ュ
カ
ル
著
・
湯
川
順
夫
訳
『
野
蛮
の
衝
突
』
作
品
社
。『
週
刊
東
洋
経
済
』
四
月
二
日
号
。

十
月　

	〔
書
評
〕
横
山
宏
章
著
『「
反
日
」
と
「
反
中
」』
集
英
社
新
書
。『
週
刊
東
洋
経
済
』
十
月
十
五
日
号
。

十
一
月　

	〔
そ
の
他
〕「
も
し
魯
迅
が
生
き
て
い
た
ら
中
野
は
」『
梨
の
花
通
信
』
第
五
一
号　

中
野
重
治
の
会
。

十
二
月　

	〔
論
文
〕「
永
久
革
命
者
の
悲
哀
―
「
も
し
魯
迅
が
生
き
て
い
た
ら
」
論
争
覚
書
―
上
」『
中
国
文
学
研
究
』
第
三
一
期　

早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
。

二
〇
〇
六
年
三
月　

	〔
論
文
〕「
永
久
革
命
者
の
悲
哀
―
「
も
し
魯
迅
が
生
き
て
い
た
ら
」
論
争
覚
書
―
下
」『
日
吉
紀
要　

言
語
・
文
化
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
第
三
六
号
。

六
月　

	〔
口
頭
発
表
・
論
文
〕「
魯
迅
与
托
洛
茨
基
」
ロ
シ
ア
国
立
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
に
お
け
る
国
際
会
議Issues of 

Far E
astern Literatures

に
お
け
る
発
表
。
六
月
二
七
日
～
七
月
一
日
開
催
。
主
催
：
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
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学
・
武
漢
大
学
。
論
文
はIssues of Far E

astern Literatures	V
ol.（	Saint	Pertersburg	U

niv.

刊
に
収
録
。

十
月　

	〔
翻
訳
・
解
題
論
文
付
〕
王
凡
西
著
「
胡
風
遺
著
読
後
感
」『
日
吉
紀
要　

言
語
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
第
三

七
号
。

〔
口
頭
発
表
・
論
文
〕「
從
『
要
是
魯
迅
還
活
著
』
論
爭
來
看
魯
迅
與
中
共
以
及
毛
澤
東
」
台
湾
国
立
清
華
大
学
に
お
け
る

第
五
回
東
亜
学
者
現
代
中
文
文
学
国
際
研
討
会
「
台
湾
文
学
与
跨
文
化
流
動
」
に
て
発
表
。
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
二
六
日

～
二
八
日
。（
主
辨
単
位　

台
湾
行
政
院
文
化
建
設
委
員
会　

承
辨
単
位　

台
湾
清
華
大
学　

協
辨
単
位　

東
亜
現
代
中

文
文
学
国
際
学
会
（。
＊
の
ち
、
邱
貴
芬
・
柳
書
琴
主
編
『
台
湾
文
学
与
跨
文
化
流
動
―
東
亜
現
代
中
文
文
学
国
際
学
報
第
三
期
台
湾
号
』（
台

湾
行
政
院
文
化
建
設
委
員
会
出
版
、
二
〇
〇
七
年
四
月
（
に
収
録
。

十
二
月　

	〔
論
文
〕「
魯
迅
・
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
・
中
上
健
次
」『
國
文
学
』
十
二
月
号
。

二
〇
〇
七
年
二
月　

	〔
書
評
〕「
テ
ク
ス
ト
の
誘
惑
あ
る
い
は
魯
迅
研
究
の
罠　

代
田
智
明
著
『
魯
迅
を
読
み
解
く
』
東
大
出
版
会
」。『
中
国
図

書
』
二
月
号
。

十
二
月　

	〔
翻
訳
・
解
題
論
文
〕
王
凡
西
著
「
宋
雲
彬
と
許
志
行
を
思
う
」『
日
吉
紀
要　

言
語
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』

第
三
九
号
。

二
〇
〇
八
年
三
月　

	〔
書
評
〕「
莫
言
著
・
吉
田
富
夫
訳
『
転
生
夢
現
』」
日
本
経
済
新
聞　

三
月
一
六
日
付
。

〔
翻
訳
・
解
題
論
文
〕
王
凡
西
著
「『
魯
迅
の
手
紙
』
か
ら
陳
其
昌
そ
の
人
を
語
る
」『
日
吉
紀
要　

中
国
研
究
』
創
刊
号
。

七
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
魯
迅
と
円
谷
弘
―
賈
植
芳
先
生
を
偲
び
、
少
し
ば
か
り
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
に
も
触
れ
て
」
日
吉
中
国

現
代
文
学
研
究
会
第
二
回　

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
来
往
舎
・
関
根
研
究
室　

七
月
十
八
日
。

十
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
小
川
利
康
（
早
稲
田
大
学
教
授
（
報
告
「
周
作
人
と
松
枝
茂
夫
─
─
雑
誌
『
近
世
庶
民
文
化
』
掲
載
の
佚

文
を
め
ぐ
っ
て
」
に
つ
い
て
」
日
本
学
術
振
興
会
協
賛　

周
作
人
研
究
報
告
会
「
魯
迅
、
周
作
人
と
一
九
二
〇
年
代
の
日

本
」
弘
前
学
院
大
学　

十
月
十
八
日
。

十
一
月　

	〔
口
頭
発
表
・
論
文
〕「
魯
迅
と
富
田
事
件
」
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
中
国
現
代
文
学
研
究
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
主
催　

H
IT

O
T

U
BA

SH
I	U

N
IV

ERSIT
Y

	IN
V

IT
ED

	FELLO
W

	PRO
GRA

M

助
成　

日

中
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
ま
魯
迅
を
読
む
（
魯
迅
解
讀
的
當
代
意
義
（」
十
一
月
八
日
。

十
二
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
戦
後
日
本
魯
迅
研
究
の
概
略
」
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
定
例
研
究
会　

尾
崎
文
昭
教
授
発
表
「
戦
後

日
本
の
魯
迅
研
究
と
丸
尾
魯
迅
論
」
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト　

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所　

十
二
月
十
八
日
。

二
〇
〇
九
年
二
月　
〔
口
頭
発
表
〕「
魯
迅
と
富
田
事
件
」
東
京
現
代
中
国
文
学
研
究
会　

東
京
大
学
中
文
科
研
究
室　

二
月
七
日
。

三
月　

	〔
論
文
〕「
魯
迅
と
富
田
事
変
（
初
稿
（―
江
西
根
拠
地
に
お
け
る
Ａ
Ｂ
団
粛
清
問
題
と
毛
沢
東
」『
日
吉
紀
要　

中
国
研
究
』

第
二
号
。

四
月　

	〔
口
頭
発
表
・
論
文
〕「
魯
迅
対
富
田
事
変
与
粛
Ａ
Ｂ
団
的
反
応
」“
五
四
与
中
国
現
当
代
文
学
”
国
際
学
術
研
討
会　

北

京
大
学　

北
京
大
学
中
文
系
（
陳
平
原
主
任
（・
北
京
大
学
二
十
世
紀
中
国
文
化
中
心
主
催
。　

四
月
二
三
日
～
二
五
日
。

六
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
合
評
会
『
魯
迅
と
西
洋
近
代
文
芸
思
潮
』（
工
藤
貴
正
著
（
を
め
ぐ
っ
て
」
小
川
利
康
報
告
に
つ
い
て
の

コ
メ
ン
ト
」
東
京
中
国
現
代
文
学
研
究
会　

東
大
本
郷
中
文
研
究
室　

六
月
二
七
日
。

十
月　

	〔
書
評
〕「
陰
画
と
し
て
の
翻
訳
―
書
評　

工
藤
貴
正
著
『
魯
迅
と
西
洋
近
代
文
芸
思
潮
』（
汲
古
書
店
、
二
〇
〇
八
年
九
月
（

―
」『
中
国
図
書
』
十
月
号
。

〔
口
頭
発
表
〕「
小
川
利
康
編
『
資
料　

周
作
人
・
松
枝
茂
夫
往
来
書
簡
』
の
資
料
的
価
値
及
び
読
後
感
」
東
京
現
代
中
国

文
学
研
究
会　

東
大
本
郷
中
文
研
究
室　

十
月
三
一
日
。

二
〇
一
〇
年
三
月　

	〔
翻
訳
・
解
説
論
文
〕
王
凡
西
著
「
王
実
味
と
『
王
実
味
問
題
』
と
を
語
る
」『
日
吉
紀
要　

中
国
研
究
』
第
四
号
。

四
月　

	〔
そ
の
他
〕「
桜
の
季
節
の
「
藤
野
先
生
」」『
三
色
旗
』
四
月
号
。

二
〇
一
一
年
一
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
尾
崎
文
昭
著
「
竹
内
好
の
『
魯
迅
』
と
『
魯
迅
入
門
』」（『
未
名
』
二
八
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、〈
中
国

学
・
わ
た
し
の
一
冊
〉（
を
読
む
」
東
京
現
代
中
国
文
学
研
究
会　

東
京
大
学
中
文
科
研
究
室　

一
月
二
九
日
。

三
月　

	〔
そ
の
他
〕「
竹
内
良
雄
さ
ん
の
定
年
退
職
を
送
る
」『
日
吉
紀
要　

中
国
研
究
』
第
四
号
。

九
月　

	〔
著
書
〕『
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
―
中
国
に
お
け
る
『
文
学
と
革
命
』』
平
凡
社
。
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〔
口
頭
発
表
・
論
文
〕「
魯
迅
与
胡
愈
之
」
魯
迅
生
誕
（30
周
年
記
念
国
際
学
会　

浙
江
省
紹
興
咸
亨
酒
店　

九
月
二
五
日
。

＊
の
ち
、『
民
族
魂
』
香
港
窓
口
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
第
四
期
、
十
二
月
に
要
点
掲
載
。
全
文
は
寿
永
明
・
王
暁
初
主
編
『
反
思
与
突
破
―
在

経
典
与
現
実
中
走
向
縦
深
的
魯
迅
研
究
』
安
徽
文
芸
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
二
月
、
に
「
魯
迅
与
胡
愈
之
―
魯
迅
為
何
拒
絶
赴
前
蘇
聯
療
養
」
と

し
て
収
録
。

十
一
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
魯
迅
為
何
拒
絶
赴
蘇
聯
療
養
」
東
大
中
文
系
・
南
京
大
学
中
国
現
代
文
学
研
究
中
心
共
催W

orkshop

「
現

代
中
国
文
学
与
東
亜
」
東
大
本
郷　

十
一
月
四
日
。

十
二
月　

	〔
講
演
〕「
自
著
を
語
る
『
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
―
中
国
に
お
け
る
『
文
学
と
革
命
』』（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
九
月
（」

日
吉
中
国
現
代
文
学
研
究
会　

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス　

十
二
月
十
九
日
。

二
〇
一
二
年
二
月　

	〔
講
演
〕「
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
―
中
国
に
お
け
る
『
文
学
と
革
命
』」
変
革
の
ア
ソ
シ
エ
哲
学
思
想
カ
フ
ェ　

中
野
ニ
ュ

ー
グ
リ
ー
ン
ビ
ル　

二
月
二
一
日
。

三
月　

	〔
論
文
〕「
魯
迅
と
胡
愈
之
―
魯
迅
は
な
ぜ
ソ
連
に
療
養
に
行
か
な
か
っ
た
の
か
」『
日
吉
紀
要　

中
国
研
究
』
第
五
号
。

十
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
顧
偉
良
教
授
の
発
表
「『
地
図
を
持
た
な
い
旅
人
』
蕭
乾
と
中
国
作
家
の
運
命
」
に
つ
い
て
」
科
研
費
に

よ
る
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
現
代
中
国
作
家
の
挫
折
と
信
念
―
蕭
乾
文
学
と
そ
の
時
代
』
弘
前
学
院
大
学
文
学
部
・

顧
研
究
室
主
催
、
弘
前
大
学
人
文
学
部
中
国
思
想
研
究
室
共
催
、
日
本
学
術
振
興
会
・
学
園
都
市
ひ
ろ
さ
き
高
等
教
育
機

関
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
後
援
、
弘
前
学
院
大
学　

十
月
十
二
日
。

十
二
月　

	〔
講
演
〕「
文
学
と
政
治
と
―
魯
迅
・
ト
ロ
ツ
キ
ー
・
毛
沢
東
」
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
特
別
講
座
「
中
国
を
視

る
目
を
養
う
」
第
（
回　

十
二
月
八
日
。

二
〇
一
三
年
三
月　

	〔
そ
の
他
〕「『
中
国
図
書
』
木
山
書
評
に
答
え
、
併
せ
て
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
」『
日
吉
紀
要　

中
国
研
究
』
第
六
号
。

〔
訳
著
〕
莫
言
著
『
変
』
明
石
書
店
。

五
月　

	〔
論
文
〕「
魯
迅
『
狂
人
日
記
』
材
源
考
―
周
氏
兄
弟
と
ソ
ロ
グ
ー
プ
」
伊
藤
徳
也
編
『
周
作
人
と
日
中
文
化
史
』
ア
ジ
ア

遊
学
（64
。
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六
月　

	〔
講
演
〕「
藤
井
省
三
さ
ん
・
長
堀
祐
造
さ
ん
ラ
イ
ブ
ト
ー
ク@

ふ
ら
っ
と
す
ぽ
っ
と
／
『
透
明
な
人
参
―
莫
言
珠
玉
集
』

（
朝
日
出
版
社
（・『
変
』（
明
石
書
店
（」
紀
伊
国
屋
書
店
新
宿
南
店
三
階　

六
月
二
六
日
。

七
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
徐
子
怡
氏
の
発
表
「
中
国
の
村
上
春
樹
読
者
は
如
何
に
「
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
」
を
読
む
の
か
―
「
豆
瓣
網
」

に
お
け
る
中
国
の
村
上
読
者
に
対
す
る
安
妮
宝
貝
の
読
書
調
査
―
」
に
つ
い
て
」
東
大
中
文
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
村
上

春
樹
を
め
ぐ
る
中
国
と
の
対
話　

東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス　

七
月
十
三
日

十
一
月　

	〔
そ
の
他
〕「
自
宅
で
テ
ク
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
が
で
き
る
？
―
大
成
老
旧
刊
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
て
の
感
想
」『
東

方
』
十
一
月
号
。

二
〇
一
四
年
二
月　

	〔
そ
の
他
〕
紀
伊
國
屋
「
翻
訳
家
・
研
究
者
が
こ
っ
そ
り
教
え
る　

日
本
に
届
け
た
い
世
界
文
学
」
フ
ェ
ア
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
。

三
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「『
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
（
著
者
コ
メ
ン
ト
」
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所　

石

川
禎
浩
研
究
室
研
究
会　

三
月
七
日
。

二
〇
一
五
年
九
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
巴
金
と
晩
年
魯
迅
―
呉
克
剛
、
奥
野
信
太
郎
に
触
れ
て
」
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
創
立
（（5
周
年
記
念
事
業

「
巴
金
と
日
本
、
お
よ
び
日
中
学
術
文
化
交
流
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス　

九
月
十

五
日
。

〔
著
書
〕『
世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト　

人　

陳
独
秀
』
山
川
出
版
社
。

二
〇
一
六
年
三
月　

	〔
論
文
〕「
魯
迅
『
狂
人
日
記
』
材
源
考
―
周
氏
兄
弟
と
ソ
ロ
グ
ー
プ
」
修
訂
版
及
び
そ
の
閻
粛
訳
中
国
語
版　

秋
吉
收
編

『
現
代
の
日
本
に
お
け
る
魯
迅
研
究
』（
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
（。

〔
翻
訳
・
解
説
論
文
〕
陳
道
同
著
「
何
之
瑜
晩
年
の
二
つ
の
こ
と
」
解
説
論
文
「
陳
道
同
追
悼
、
そ
し
て
何
之
瑜
の
こ
と
」

『
日
吉
紀
要　

中
国
研
究
』
第
九
号
。

六
月　

	〔
共
訳
著
〕『
陳
独
秀
文
集
（　

初
期
思
想
・
言
語
文
化
巻
』（
小
川
利
康
・
小
野
寺
史
郎
・
竹
元
規
人
と
の
共
訳
（
平
凡

社
東
洋
文
庫
87（
。
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長堀祐造教授　略歴・主要著訳等一覧

〔
論
文
〕「
陳
独
秀
小
伝
」『
陳
独
秀
文
集
（　

初
期
思
想
・
言
語
文
化
論
集
』
所
収
。

七
月　

	〔
講
演
〕「「
生
涯
に
わ
た
る
反
対
派
」
陳
独
秀
（
一
八
七
九
～
一
九
四
二
（」
国
際
労
働
問
題
研
究
会　

法
政
大
学
市
ヶ
谷

キ
ャ
ン
パ
ス　

七
月
二
日
。

〔
講
演
〕「
私
と
莫
言
・
翻
訳
と
取
材
経
験
か
ら
―
『
変
』
翻
訳
を
中
心
に
」
莫
言
講
演
集
出
版
記
念
講
演
会　

東
京
大
学

山
上
会
館　

七
月
三
十
日
。

八
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「「
上
海
文
芸
の
一
瞥
」
テ
キ
ス
ト
問
題
に
つ
い
て
・
ノ
ー
ト
―
魯
迅
・
ゾ
ル
ゲ
・
東
亜
同
文
書
院
に
ふ
れ

て
」
愛
知
大
学
孔
子
学
院
創
立
（0
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
中
近
代
比
較
文
学
研
究
の
空
間
と
可
能
性
（
1
9
0
0

―

2
0
1
0
（」
八
月
二
日
。

十
月　

	〔
そ
の
他
〕「
近
代
中
国
の
礎
築
い
た
陳
独
秀
」
東
京
新
聞
朝
刊　

十
月
一
日
付
。〔
新
聞
取
材
コ
メ
ン
ト
・
小
寺
勝
美
記

者
署
名
記
事
〕

十
一
月　

	〔
翻
訳
〕
尾
崎
秀
実
著
「
中
国
の
友
人
へ
の
書
簡
」A

sahigraph	O
verseas	Edition	Pictures in Japan	M

ay	（938

の
英
語
版
よ
り
翻
訳
。

〔
翻
訳
〕
陳
翰
笙
著
「
中
国
に
お
け
る
持
続
的
抗
戦
の
展
望
」（
一
九
三
八
年
十
月
（

太
平
洋
問
題
調
査
会
（
Ｉ
．Ｐ
．Ｒ
．（
刊　

A
m

erasia	V
ol.	II,	N

o.8,	O
ctober	（938　

の
英
語
版
よ
り
翻
訳
。
両
編
は

と
も
に
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
六
日
、「
尾
崎
・
ゾ
ル
ゲ
墓
参
会
記
念
講
演　

資
料
集
」
日
露
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
。
修

訂
版
は
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
編
『
ゾ
ル
ゲ
事
件
関
係
外
国
語
文
献
翻
訳
集
』N

o.48　

二
〇
一
七
年
一
月
。

十
二
月　

	〔
論
文
〕「
魯
迅
と
ゾ
ル
ゲ
と
の
距
離
―
表
象
と
し
て
の
ス
パ
イ
及
び
「
上
海
文
芸
の
一
瞥
」
講
演
の
謎
」
関
根
謙
編
『
表

象
の
中
の
近
代
中
国
』
平
凡
社
。

〔
論
文
〕「
巴
金
と
晩
年
魯
迅
に
関
す
る
走
り
書
き
的
覚
書
―
胡
愈
之
・
呉
克
剛
・『
三
田
文
学
』
に
触
れ
て
」『
藝
文
研
究
』

第
一
一
一
号
。

〔
口
頭
発
表
〕「
魯
迅
の
文
芸
観
と
運
動
と
し
て
の
文
学
、
そ
し
て
宣
伝
」
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
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争
と
文
学
」
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス　

十
二
月
十
六
日
。

二
〇
一
七
年
一
月　
〔
編
集
・
座
談
会
企
画
・
文
責
〕「
先
学
を
語
る　

丸
山
昇
先
生
」『
東
方
学
』
第
一
三
三
輯
。

三
月　

	〔
編
集
・
座
談
会
企
画
・
文
責
〕「
関
根
謙
先
生　

人
と
学
問
」『
日
吉
紀
要　

中
国
研
究
』
第
十
号
。

四
月　

	〔
共
訳
著
〕『
陳
独
秀
文
集
3　

政
治
論
集
（
』（
江
田
憲
治
と
の
共
訳
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
88（
。

〔
口
頭
発
表
〕「
陳
独
秀
の
生
涯
―
日
本
留
学
期
を
中
心
に
：
陳
独
秀
の
日
本
留
学
問
題
及
び
『
陳
独
秀
文
集
』
全
三
巻
の

刊
行
に
つ
い
て
」
中
国
人
留
学
生
史
研
究
会　

神
奈
川
大
学
・
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス　

四
月
二
二
日
。

五
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
1
9
3
7
―

1
9
3
8
年
の
陳
独
秀
「
復
党
」
問
題
と
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
答
え
る
手
紙
」」
京
都
大
学
人

文
学
研
究
所
附
属
現
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
班
「
毛
沢
東
に
関
す
る
人
文
学
的
研
究
」（
班
長
：
石
川
禎
浩
（

江
田
憲
治
発
表
「
遊
撃
戦
争
と
は
何
か
？
―
1
9
2
9
年
中
央
軍
事
部
の
論
争
を
め
ぐ
っ
て
」
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト　

五

月
二
六
日
。

六
月　

	〔
論
文
〕「
魯
迅
の
文
芸
観
と
運
動
と
し
て
の
文
学
、
そ
し
て
宣
伝
」
二
〇
一
六
年
十
二
月
の
藝
文
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記

録
『
藝
文
研
究
』
第
一
一
二
号
。

〔
講
演
〕「『
陳
独
秀
文
集
』
全
三
巻
翻
訳
で
見
え
て
き
た
こ
と
及
び
そ
の
他
―
陳
独
秀
早
稲
田
留
学
問
題
に
ふ
れ
て
」
早

稲
田
大
学
中
文
学
会
第
四
十
二
回
春
季
大
会　

早
稲
田
大
学
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス　

六
月
十
七
日
。

九
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「『
陳
独
秀
文
集
』
の
編
訳
に
携
わ
っ
て
」
民
国
史
論
の
会
主
催　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

民
国
史
の
中
の
陳
独
秀
。

二
〇
一
七
年
九
月
三
十
日
、
東
京
・
六
本
木
、
国
際
文
化
会
館
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
は
の
ち
に
、
関
智
英
、
矢
久
保
典

良
「「
民
国
史
の
中
の
陳
独
秀
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
」
と
し
て
、『
中
国
研
究
月
報
』
二
〇
一
八
年
三
月
号
に
掲
載
。

十
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
漱
石
と
魯
迅
―
油
絵
「
魯
迅
遺
容
」
の
日
本
人
画
家
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
漱
石
と
魯
迅
、
百
年
の
“
対

話
”」
東
京
大
学
文
学
部
中
文
研
究
室
・
魯
迅
文
化
基
金
・
南
京
大
学
文
学
院
・
南
京
師
範
大
学
外
国
語
学
院
共
催　

朝

日
新
聞
社
後
援　

東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス　

十
月
二
一
日
。

〔
口
頭
発
表
〕「
陳
独
秀
的
『
恢
復
党
籍
問
題
』
与
『
答
託
洛
斯
基
派
的
信
』」
第
十
二
届
東
亜
学
者
現
代
中
文
文
学
国
際
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長堀祐造教授　略歴・主要著訳等一覧

学
術
研
討
会
「
文
学
革
命
的
百
年　

伝
統
、
暗
流
及
特
異
点
―
現
代
東
亜
文
化
的
光
譜
―
」
名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学

研
究
科
主
催　

名
古
屋
大
学
文
系
総
合
館　

十
月
二
八
日
。

十
一
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
王
凡
西
の
永
続
革
命
論
と
陳
独
秀
の
民
主
思
想
」
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
所
・
ア
ジ
ア
連
帯
講
座
共
催
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
世
界
を
揺
る
が
し
た
一
〇
〇
年
間
―
世
界
史
か
ら
見
た
ロ
シ
ア
革
命
」
亀
戸
文
化
会
館
。
の
ち
、
江
田
憲
治
・

中
村
勝
己
・
森
田
成
也
著
『
世
界
史
か
ら
見
た　

ロ
シ
ア
革
命
―
世
界
を
揺
る
が
し
た
一
〇
〇
年
間
』（
柘
植
書
房
新
社
、

二
〇
一
八
年
七
月
（
に
収
録
。

十
二
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
工
藤
貴
正
「
毛
沢
東
「
文
芸
講
話
」
の
文
芸
理
論
と
文
芸
政
策
論
の
構
築
と
機
能
を
め
ぐ
っ
て
―
「
革
命

文
学
」
論
争
（
1
9
2
8
（
か
ら
胡
風
批
判
（
1
9
5
5
（
ま
で
」
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
」
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
附
属
現
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
班
「
毛
沢
東
に
関
す
る
人
文
学
的
研
究
」（
班
長
：
石
川
禎
浩
（
十
二
月
二

二
日
。

二
〇
一
八
年
二
月　

	〔
論
文
〕「
陳
独
秀
早
稲
田
留
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
早
稲
田
大
学
中
国
古
籍
文
化
研
究
所
編
『
中
国
古
籍
文
化
研
究　

稲
畑
耕
一
郎
教
授
退
休
記
念
論
集
』
全
二
巻　

東
方
書
店
。

三
月　

	〔
論
文
〕「
陳
独
秀
の
中
共
「
復
党
」・
協
力
問
題
と
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
答
え
る
手
紙
」」『
日
吉
紀
要　

中
国
研
究
』
第

十
一
号
。

〔
項
目
執
筆
・
胡
愈
之
の
項
〕『
中
国
近
代
人
名
辞
典
』
改
訂
増
補
版　

霞
山
会
・
国
書
刊
行
会
。

十
一
月　

	〔
そ
の
他
〕「
佐
々
木
力
さ
ん
と
魯
迅
・
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
こ
と
な
ど
」『
ア
リ
ー
ナ
』
二
〇
一
八
年
第
二
一
号
。

十
二
月　

	〔
口
頭
発
表
〕「
中
国
に
お
け
る
文
学
と
革
命
―
魯
迅
・
陳
独
秀
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
及
び
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
」
社
会
主
義
理

論
学
会　

第
七
九
回
研
究
会　

慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス　

十
二
月
十
五
日
。

二
〇
一
九
年
三
月　
〔
論
文
〕「
周
作
人
と
宮
本
百
合
子
―
『
魯
迅
全
集
』
注
の
誤
り
に
触
れ
て
」『
日
吉
紀
要　

中
国
研
究
』
第
十
二
号
。

〔
そ
の
他
〕「
中
国
に
お
け
る
文
学
と
革
命
―
魯
迅
・
陳
独
秀
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
及
び
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
」（
二
〇
一
八
年

十
二
月
の
口
頭
発
表
の
概
要
（『
社
会
主
義
理
論
学
会　

会
報
』
第
七
六
号
。
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〔
そ
の
他
〕「
思
い
出
す
こ
と
な
ど
」『
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
』
第
七
三
号
最
終
号
。

六
月　

	〔
口
頭
発
表
〕
合
評
会
報
告　
「
書
評　

山
口
守
著
『
巴
金
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
』（
中
国
文
庫
、
二
〇
一
九
年
三
月
（」
東
京
現

代
中
国
文
学
研
究
会　

合
評
会　

早
稲
田
大
学　

六
月
二
二
日
。

〔
講
演
〕「
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
―
文
学
と
革
命
」
慶
應
義
塾
大
学
三
田
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ　

慶
應
義
塾
の
現
代
中
国
研

究　

六
月
二
九
日
。

〔
そ
の
他
〕「
吉
留
昭
弘
著
『
陳
独
秀
と
中
国
革
命
史
の
再
検
討
』
刊
行
に
思
う
」『
反
戦
情
報
』
四
一
七
～
四
一
八
合
併

号　

六
月
十
五
日
付
。

二
〇
二
〇
年
一
月　

	〔
参
考
・
海
外
で
紹
介
さ
れ
た
拙
著
『
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
』
に
つ
い
て
の
書
評
〕A

	Review
	of	Lu	X

un	and	
T

rotsky:	 ‘Literature	and	Revolution ’	in	China	by	N
agahori	Y

ūzō	by	Gregor	Benton,	School	of	H
istory,	

A
rchaeology	and	Religion,	Cardiff	U

niversity.	H
istorical	M

aterialism

のw
ebsite.

http://w
w

w
.historicalm

aterialism
.org/book-review

/lu-xun-and-leon-trotsky?fbclid=Iw
A
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三
月　

	〔
書
評
〕「
抗
日
前
線
司
令
官
が
描
く
南
京
陥
落
の
実
相
―
「
胡
風
派
分
子
」
阿
壠
の
傑
作
、
執
念
の
全
訳
な
る
」（
阿
壠

著
関
根
謙
訳
『
南
京　

抵
抗
と
尊
厳
』
五
月
書
房
新
社　

二
〇
一
九
年
十
月
（『
東
方
』
二
〇
二
〇
年
三
月
号
。

〔
論
文
〕「
瞿
秋
白
「「
多
余
的
話
」
異
聞
―
「
豆
腐
」
の
謎
を
解
く
試
論
―
」『
日
吉
紀
要　

中
国
研
究
』
第
十
三
号
。

十
二
月　

	〔
講
演
〕「
魯
迅
研
究
の
回
顧
―
わ
が
三
十
三
年
の
夢
―
、」
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
第
五
回
大
会
。
十
二
月
十
二
日
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
大
会
開
催
。
＊
奧
田
杏
花
と
義
塾
、
東
京
歯
科
大
学
の
合
併
問
題
に
も
触
れ
た
。


